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〈
資
料
〉

　
『
下
戸
上
戸
合
戦
』
は
異
類
合
戦
物
の
う
ち
、
餅
酒
合
戦
物

の
一
種
で
あ
る
。江
戸
葛
飾
を
舞
台
と
し
た
短
編
作
品
で
あ
る
。

現
在
の
と
こ
ろ
、
個
人
蔵
の
近
世
後
期
の
写
本
一
冊
の
伝
世
が

確
認
で
き
て
い
る
だ
け
で
、
他
に
所
在
を
聞
か
な
い
。『
下
戸

上
戸
合
戦
』
と
い
う
書
名
は
古
書
肆
が
便
宜
的
に
付
け
た
も
の

に
過
ぎ
ず
、
原
本
に
外
題
・
内
題
・
尾
題
等
は
見
ら
れ
な
い
。

内
容
に
つ
い
て
は
、
元
禄
年
間
刊
行
の
『
酒
餅
論
』
や
そ
の
派

生
作
品
と
は
大
幅
に
趣
向
を
異
に
し
て
お
り
、
類
例
を
見
出
せ

ず
に
い
る
。
そ
こ
で
広
く
示
教
を
得
る
べ
く
、
所
蔵
者
の
ご
許

可
を
賜
り
、
翻
刻
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
た
。

　

本
物
語
の
プ
ロ
ッ
ト
は
次
の
よ
う
に
示
す
こ
と
が
で
き
る
。

１　

武
蔵
国
葛
飾
郡
で
下
戸
と
上
戸
の
合
戦
が
起
こ
る
。

２　

下
戸
方
は
吊
き
ね
下
の
守
寒
餅
を
大
将
に
、
八
百
余
騎

伊
　
藤
　
慎
　
吾

徳
田
和
夫
氏
蔵
『
下
戸
上
戸
合
戦
』
解
題
と
翻
刻
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が
砂
村
に
勢
揃
え
す
る
。

３　

上
戸
方
は
樽
詰
の
守
あ
わ
盛
を
大
将
に
、
六
百
樽
が
勢

揃
え
し
て
深
川
の
江
戸
三
十
三
間
堂
に
集
ま
る
。

４　

餅
酒
の
合
戦
が
行
わ
れ
る
。

５　

上
戸
寺
入
道
酒
の
関
白
大
重
箱
の
大
臣
が
仲
裁
に
入

り
、
和
睦
に
至
る
。

　

ま
ず
、
異
類
合
戦
物
の
類
型
と
し
て
、
合
戦
の
動
機
が
説
か

れ
る
。『
酒
餅
論
』
な
ら
ば
正
月
の
宴
の
場
で
餅
酒
双
方
の
論

争
が
起
こ
り
、
つ
い
に
合
戦
に
及
ぶ
と
い
う
展
開
を
み
せ
る
。

本
物
語
で
は
発
端
の
部
分
が
唐
突
に
両
陣
の
勢
揃
え
で
始
ま

り
、
そ
の
理
由
が
分
か
ら
な
い
。

　

ま
た
、
世
界
観
と
し
て
、
擬
人
化
さ
れ
た
餅
と
酒
の
住
む
世

界
を
設
定
し
て
い
る
に
関
わ
ら
ず
、
発
端
で
「
下
戸
と
上
戸
と

合
戦
（
の
）
事
、
お
び
た
だ
し
く
ぞ
聞
へ
け
り
」
と
、
人
間
同

士
の
対
立
と
し
て
設
定
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
実
際
は

擬
人
化
さ
れ
た
餅
と
酒
の
合
戦
が
描
か
れ
て
い
る
。『
酒
餅
論
』

は
、
跋
文
に
よ
る
と
、
上
戸
と
下
戸
の
論
争
を
踏
ま
え
、
そ
れ

を
物
語
世
界
に
置
き
換
え
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
一
種
の

枠
物
語
と
し
て
構
成
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
そ
れ
に
対
し
て
『
下

戸
上
戸
合
戦
』
は
世
界
の
切
り
替
え
が
曖
昧
で
あ
る
。
本
来
な

ら
ば
「
餅
と
酒
と
合
戦
の
事
、
お
び
た
だ
し
く
ぞ
聞
へ
け
り
」

と
あ
り
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

舞
台
は
武
蔵
国
葛
飾
郡
の
か
た
わ
ら
で
、
浅
草
金
龍
山
の
辰

巳
（
東
南
）
に
当
た
る
。
作
中
に
砂
村
と
深
川
の
「
三
軒
堂
」

が
出
て
く
る
。

　

砂
村
は
現
在
の
江
東
区
で
荒
川
河
口
西
側
近
く
の
北
砂
・
東

砂
・
南
砂
あ
た
り
が
該
当
す
る
。
こ
の
付
近
は
田
畑
が
広
が
り
、

江
戸
近
郊
の
農
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

一
方
、
深
川
の
「
三
軒
堂
」
は
「
三
十
三
間
堂
」
の
誤
り
だ

ろ
う
。
富
岡
八
幡
宮
（
現
・
富
岡
一
丁
目
）
の
東
（
同
二
丁
目

に
該
当
）
に
あ
っ
た
。
元
禄
一
一
年
（
一
六
九
八
）
に
当
地
に

移
築
さ
れ
、明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
に
廃
寺
と
な
っ
た
寺
で
、

京
都
の
三
十
三
間
堂
に
対
し
、
江
戸
三
十
三
間
堂
と
も
呼
ば
れ

た
。
問
題
は
こ
れ
を
「
三
軒
堂
」
と
記
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
写
本
に
は
「
取（

鳥

飼

饅

頭

）

替
ま
ん
中
」
や
「
安（
泡
）房
盛
」「
法（
鳳
凰
）皇
」
な

ど
の
著
し
い
当
て
字
も
散
見
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、想
像
す
る
に
、

「
三
十
（
卅
）」
を
脱
字
し
、
親
本
に
「
三
げ
ん
堂
」
と
あ
っ
た

の
を
「
三
軒
堂
」
と
誤
記
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
と
思
わ
れ

る
。
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ま
た
、酒
方
に
「
毒
酒
す
さ
き
弁
の
介
」
な
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

が
登
場
す
る
（
六
オ
）。「
す
さ
き
弁
の
介
」
は
恐
ら
く
洲
﨑
弁

天
（
洲
﨑
神
社
）
に
基
づ
く
も
の
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ

は
三
十
三
間
堂
の
東
南
東
一
キ
ロ
弱
の
木
場
（
現
・
木
場
六
丁

目
）
に
あ
る
神
社
で
、
当
時
は
弁
才
天
を
祀
っ
て
い
た
。

　

両
軍
の
陣
地
と
な
る
三
十
三
間
堂
と
砂
村
と
の
繋
が
り
は
判

然
と
し
な
い
。
た
だ
、前
者
の
そ
ば
に
は
富
岡
八
幡
宮
が
あ
る
。

一
方
、
後
者
に
は
富
賀
岡
八
幡
宮
が
あ
る
。
富
岡
八
幡
宮
は
当

社
の
祭
神
を
勧
請
し
た
と
も
言
わ
れ
、
故
に
富
賀
岡
八
幡
は
元

八
幡
と
も
称
さ
れ
る
。
（
１
）

三
十
三
間
堂
と
砂
村
は
、
あ
る
い
は
こ

の
両
宮
を
示
唆
す
る
も
の
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
後
考
を
俟
ち

た
い
。

　

こ
の
物
語
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
餅
と
酒
を
五
十
音
順
に

列
挙
す
る
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

と
し
て
登
場
す
る
も
の
と
、
そ
う
で
な
い
も
の
と
が
あ
る
。
後

者
に
は
（
×
）
を
付
け
た
。
表
記
は
適
宜
改
め
て
い
る
。

【
餅
】
安
部
川
餅
（
駿
河
）・
あ
や
め
団
子
（
×
）・
粟
餅
・

餡
こ
ろ
餅
・
幾
代
餅
（
江
戸　

両
国
）・
亥
の
子
餅
（
大
福
餅
）・

今
川
焼
（
×
）・
今
坂
餅
・
鶯
餅
・
鶉
餅
・
帯
解
餅
・
柿
餅

（
掻
き
餅
？
）
（
２
）・
柏
雑
煮
・
柏
餅
・
鹿
子
餅
・
か
び
た
り
餅
（
川

び
た
り
餅
）・
鴨
雑
煮
・
寒
餅
（
大
将
）・
草
餅
・
葛
餅
・
漉

し
餡
（
×
）・
砂
糖
餅
・
白
子
餅
・
白
玉
団
子
・
新
米
餅
（
重

陽
の
餅
）・
雑
煮
（
×
）・
力
餅
・
月
見
の
団
子
・
田
楽
餅

（
×
）・
十
日
夜
の
餅
・
唐
土
餅
・
と
う
焼
餅
（
×
）・
土
用

餅
・
鳥
飼
饅
頭
（
鳥
飼
和
泉
の
饅
頭
）・
鍋
か
り
餅
・
花
餅
・

ば
ん
た
ひ
餅
（
万
代
餅
？
）・
彼
岸
団
子
・
牡
丹
餅
（
盆
の

餅
）・
蕗
餅
・
豆
餅
・
繭
玉
（
若
餅
の
先
祖
）・
丸
雪
餅
・
水

餅
・
棟
上
げ
餅
・
餅
米
（
寒
餅
の
先
祖
）・
焼
団
子
・
焼
饅
頭
・

米
饅
頭
（
×
）・
若
餅
（
寒
餅
の
後
見
）

【
酒
】
泡
盛
（
大
将　

薩
摩
）・
磐
城
酒
（
陸
奥
）・
夏
、
小

夏
の
鬼
ご
ろ
し
（
越
後
）・
粕
ま
じ
り
（
会
津
の
諸
白
）・
菊

酒
（
加
賀
）・
下
戸
だ
ま
し
（
能
登　

七
尾
）・
古
酒
・
桜
川
（
下

野　

粟
宮　

大
津
屋
）・
佐
原
酒
（
下
総
）・
生
姜
酒
・
白
酒
・

新
酒
・
末
広
（
下
野　

粟
宮　

し
ま
屋
）・
相
馬
の
酒
（
陸

奥
）・
龍
の
薄
濁
り
（
陸
奥　

仙
台
）・
毒
酒
・
屠
蘇
酒
・
ど

ぶ
ろ
く
・
と
ろ
ろ
酒
・
七
ツ
梅
（
加
賀
）
（
３
）・
生
麩
酒
・
南
蛮
酒
・

初
桜
（
越
後
）・
丸
雪
酒
（
江
戸　

隅
田
川
）・
満
願
寺
（
泡

盛
の
後
見
）・
水
い
ら
ず
（
陸
奥　

伊
達
の
生
酒
）・
味
噌
酒
・

味
醂
亭
の
生
諸
白
・
水
戸
酒
（
常
陸
）・
焼
玉
子
酒
・
四
斗
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樽
（
満
願
寺
の
先
祖
）

　

成
立
時
期
を
特
定
す
る
手
が
か
り
は
今
の
と
こ
ろ
得
て
い
な

い
が
、
上
限
・
下
限
の
参
考
に
な
る
か
と
思
わ
れ
る
こ
と
を
少

し
掲
げ
て
お
く
。

　

安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
刊
行
の
『
物
類
称
呼
』
巻
四
「
団

子
」
に
今
坂
餅
の
記
述
が
見
え
る
。「
又
筑
紫
に
て
、
け
い
ら

ん
と
云
有
、
米
ま
ん
ぢ
う
の
丸
き
物
に
て
今
江
戸
に
て
は
、
い

ま
さ
か
餅
と
い
ふ
に
似
た
り
」
と
あ
っ
て
、
今
坂
餅
が
こ
の
頃

か
ら
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

唐
土
餅
は
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
書
写
の
『
虎
屋
大
和

大
掾
藤
原
伊
織　

家
製
蒸
菓
子
直
談
付
』（
４
）
に
「
唐
土
餅　

弐

文（
匁
）目
」
と
見
え
る
。

　

若
餅
に
つ
い
て
は
、村
上
忠た
だ

順ま
さ

（
明
治
一
七
年
〈
一
八
八
四
〉

没
）の『
餻
餅
集
説
』（
刈
谷
市
立
図
書
館
蔵
、写
一
冊
）に「
三
ヶ

日
ノ
間
ニ
搗
ヲ
若
餅
ト
云
由
古
老
云
リ
」
と
記
す
。
本
書
の
成

立
時
期
は
明
治
に
下
る
。
そ
の
頃
に
は
、
若
餅
は
古
老
の
談
と

し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

　

一
方
、
成
立
圏
と
し
て
は
物
語
の
舞
台
と
な
っ
た
江
戸
が
ま

ず
想
定
さ
れ
る
。
中
で
も
砂
村
や
三
十
三
間
堂
と
い
う
限
定
的

な
舞
台
設
定
や
、ま
た
「
か
う
ゑ
ん
（
後
胤
）」（
一
オ
）、「
つ
ゞ

（
続
）
へ
て
」（
二
ウ
）、「
た
へ
こ
（
太
鼓
）」（
三
オ
）
の
よ
う

に
、
イ
音
を
エ
音
と
す
る
転
訛
が
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
も
地
域

的
な
特
徴
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

し
か
し
、
本
物
語
で
注
目
す
べ
き
は
「
下
野
の
国
の
あ
わ
の

宮
大
津
や
生
れ
の
桜
川
し
ま
や
生
れ
の
末
廣
」（
四
オ
）
と
い

う
一
節
だ
ろ
う
。
桜
川
は
福
島
県
伊
達
産
の
酒
に
あ
り
（
桑
折　

櫻
川
酒
造
）、
末
広
は
会
津
若
松
に
あ
る
（
末
廣
酒
造
）。
四
丁

表
の
勢
揃
え
の
く
だ
り
は
、
あ
る
い
は
錯
綜
し
て
い
る
の
か
も

し
れ
な
い
。
し
か
し
そ
れ
を
差
し
置
い
て
も
、
勢
揃
え
の
場
面

で
特
定
の
店
名
が
明
記
さ
れ
て
い
る
の
は
こ
こ
だ
け
で
あ
る
。

そ
れ
も
「
下
野
の
国
の
あ
わ
の
宮
」（
現
・
小
山
市
粟
宮
）
と

い
う
限
定
的
な
地
域
の
酒
屋
を
出
し
て
い
る
の
は
、
何
か
し
ら

本
物
語
の
成
立
に
当
地
が
関
わ
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

粟
宮
に
大
津
出
身
の
商
人
が
酒
造
を
は
じ
め
た
記
録
は
管
見
に

入
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
下
野
に
は
多
く
の
近
江
商
人
が
入

り
、
当
地
に
根
付
い
て
商
店
を
開
い
て
い
る
。
酒
造
に
携
わ
っ

た
と
こ
ろ
と
し
て
は
真
岡
の
辻
善
兵
衛
が
著
名
で
あ
る
が
、
（
５
）

小

山
の
若
駒
酒
造
や
西
堀
源
治
郎
、
宇
都
宮
の
外
池
荘
五
郎
な
ど

も
知
ら
れ
て
い
る
。
粟
宮
の
大
津
屋
な
る
店
も
そ
う
し
た
由
来
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を
も
つ
商
店
の
一
つ
で
は
な
か
っ
た
か
と
想
像
さ
れ
る
。な
お
、

群
馬
県
太
田
市
の
冠
稲
荷
神
社
の
絵
馬「
酒
屋
図
」（
嘉
永
四
年
）

に
も
「
桜
川
」
が
描
か
れ
て
い
る
（『
大
絵
馬
集
成
』
上
）。

　

最
後
に
書
誌
を
簡
略
に
記
す
。

書
型　

仮
綴

寸
法　

た
て
二
五
・
〇
㎝
×
よ
こ
一
四
・
七
㎝

料
紙　

楮
紙

外
題　

な
し

内
題　

な
し

丁
数　

七
丁

行
数　

八
行

本
文　

漢
字
平
仮
名
交
り
文

奥
書　

本
文
末
尾
に
次
の
よ
う
に
あ
る
（

は
破
損
の
た

め
判
読
不
可
能
）。

　
　
　
　
　

野
本
元
右
衛
門

書

備
考
一
、 

書
名
は
ご
く
新
し
い
帙
題
に
従
う
。
仮
題
。

　
　

二
、
冒
頭
一
行
目
に
次
の
書
入
れ
が
あ
る
。

　
　
　
　
　

紙
数
弐
拾
五
枚

　

紙
数
二
五
枚
と
い
う
の
は
本
書
と
合
わ
な
い
。
も
と

も
と
他
の
本
と
合
綴
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

【
注
】

（
１
）
安
政
年
間
刊
行
の
広
重
『
名
所
江
戸
百
景
』
に
は
「
砂

む
ら
元
八
ま
ん
」
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。

（
２
）
誤
字
・
当
て
字
を
多
用
す
る
テ
ク
ス
ト
な
の
で
、「
柿
餅
」

は
「
掻
き
餅
」
を
指
す
の
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
し
、
柿

餅
も
存
在
す
る
。「
米
・
麦
を
い
っ
て
砕
き
、
粉
と
な
し
、

熟
柿
・
渋
柿
を
搗
き
混
ぜ
て
つ
く
る
。」（
中
村
孝
也
『
和

菓
子
の
系
譜
』
淡
交
社
、
一
九
六
七
年
）
一
六
七
頁
。
村

上
忠
順
『
餻
餅
集
説
』
に
も
「
白ツ
ル
シ柿
を
舂
て
餅
と
な
す
也
」

（
五
二
オ
）
と
あ
る
。

（
３
）
七
ツ
梅
は
摂
津
池
田
の
名
酒
が
有
名
。
本
物
語
で
は
「
加

賀
の
菊
酒
七
ツ
梅
能
登
の
七
尾
の
下
戸
た
ま
し
」（
四
オ
）

と
あ
り
、
文
脈
的
に
加
賀
の
酒
と
読
め
る
。
前
田
家
の
梅

鉢
紋
に
ち
な
み
、
加
賀
で
も
同
名
の
酒
が
あ
っ
た
の
か
も

し
れ
な
い
。
こ
の
ほ
か
、
武
蔵
国
深
谷
宿
に
近
江
商
人
田

中
藤
左
衛
門
が
商
店
を
開
き
、
七
ツ
梅
と
い
う
酒
を
造
っ

た
（
二
〇
〇
四
年
廃
業
）。
池
田
の
同
名
酒
の
流
れ
を
汲

む
と
い
う
（『
日
本
の
酒　

銘
酒　

名
鑑　

４
７
７
酒
造
』

（
廣
済
堂
出
版
、
一
九
八
九
年
）
八
三
頁
）。
情
報
の
錯
綜

も
考
え
ら
れ
る
。
後
考
を
俟
つ
。
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（
４
）『
菓
子
文
庫
』
四
号
（
む
か
ご
会
、一
九
七
〇
年
）
所
収
。

（
５
）
大
豆
生
田
稔
編
『
近
江
商
人
の
酒
造
経
営
と
北
関
東
の

地
域
社
会　

真
岡
市
辻
善
兵
衛
家
文
書
か
ら
み
た
近
世
・

近
代
』（
岩
田
書
院
、
二
〇
一
六
年
）
参
照
。

図
１　

巻
首

図
２　

巻
末
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【
翻
刻
】

　
　
　
　
　

紙
数
弐
拾
五
枚

此
度
め
す
ら
し
き
武
蔵
の
国
か
つ
し
か
郡
片
邊

金
龍
山
ゟ
辰
巳
の
あ
た
り
下
戸
と
上
戸
と
合
戦
事

お
ひ
た
ゝ
し
く
ぞ
聞
へ
け
り
先
下
戸
の
方
の
大

将
に
は
餅
米
算
段
の
か
う
ゑ
ん
吊
き
ね
下
の
守

寒
餅
と
こ
そ
申
け
り
寒
餅
軍
の
出
立
ニ
わ
腰

あ
ん
み
の
か
ぶ
と
砂
糖
き
な
こ
の
鎧
ヲ
着
シ
い
も
拵
ら
ひ
の

大
小
に
た
ん
し
や
く
五
枚
表
の
さ
う
に
を
は
き 

」
一
オ

白
砂
糖
の
ざ
へ
を
持
し
と
や
か
に
出
た
も
ふ
は
扨
も

家
の
後
見
ニ
は
枝
な
り（
繭
カ
）

前
玉
の
末
孫
若
餅
と
こ
そ

申
け
り
其
外
つ
ゝ
く
餅
共
ニ
は
ひ
か
ん
團
子
の
丸
助

塩
あ
つ
き
の
陣
羽
お
り
米
ま
ん
ち
う
の
笠
を
か
む
り

焼
團
子
竹
鑓
を
持
て
堅
め
け
り
ひ
ら
か
た

草
餅
の
青
助
は
こ
わ
飯
の
陣
羽
を
り
に
と
う
焼

餅
の
笠
を
か
む
り
て
ん
か
く
餅
の
長
刀
を
ま
つ

か
う
に
さ
ひ
て
堅
め
け
り
柏
餅
皮
冠
の
五
郎
は 

」
一
オ

青
場
の
羽
な
り
ニ
今
川
焼
の
笠
を
冠
あ
や
め
團
子

の
壱
本
鑓
を
持
て
堅
け
り
土
用
餅
力
餅
寒
さ
ら

し
の
白
玉
餅
其
同
役
の
水
餅
取
替
ま
ん
中
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焼
ま
ん
ち
う
盆
の
ほ
た
餅
鹿
子
餅
五
文
取
の

拾
五
巨
（
マ
マ
）矢
尻
を
揃
て
堅
け
り
月
見
の
團
子

白
丸
に
菊
の
節
句
の
新
米
餅
十
日
夜
の
餅
ニ

猪
子
の
大
福
餅
ニ
あ
た
か
ひ
十
一
月
生
れ
の
帯

解
餅
鍋
か
り
餅
か
ひ
た
り
餅
壱
文
團
子
の 

」
二
オ

玉
を
こ
め
筒
先
揃
て
堅
け
り
其
外
つ
ゞ
く

餅
共
ニ
は
す
る
が
の
住
人
安
部
川
餅
両
国
の
生
れ
の

幾
代
餅
春
の
け
し
き
の
鶯
餅
砂
糖
餅
う
づ

ら
餅
大
佛
餅
ニ
今
坂
餅
く
す
餅
花
餅
あ
ん

こ
ろ
も
ち
つ
ぶ
て
の
役
人
む
ね
あ
け
餅
夫
ニ
つ
ゞ
へ
て

丸
雪
餅
豆
餅
柿
餅
白
子
餅
柏
さ
う
に
か
も

さ
う
に
ふ
き
餅
あ
わ
餅
ば
ん
た
ひ
餅
唐
土
餅
を

先
と
し
て
都
合
其
勢
八
百
余
騎
砂
村
ニ
て
押
寄
て 

」
二
ウ

白
粉
の
ま
く
を
ふ
り
七
ツ
鉢
の
陣
た
へ
こ
重
箱
の

ば
ん
木
を
な
ら
し
餅
共
不
残
あ
つ
ま
り
て
大
将

寒
餅
申
様
此
間
酒
共
が
逆
心
を
全
立
我
〳
〵
共

を
せ
め
ん
と
間
近
よ
す
る
と
風
聞
す
る
誠
に
た
う

ろ
う
が
丁
ち
ん
を
持
て
た
へ
松
を
持
て
向
が
如
し

け
れ
ど
も
よ
だ
ん
あ
る
へ
か
ら
ず
と
一
々
次
第
ニ

ふ
れ
渡
ス
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」
三
オ

扨
も
上
戸
方
の
大
将
ニ
は
さ
つ
ま
の
国
の
名
物
樽
詰
の

守
あ
わ
盛
と
こ
そ
申
け
り
安
房
盛
軍
共
の

出
立
ニ
は
け
す
り
坂
の
衣
着
ニ
た
が
斎
の
帯
を
し
め

む
し
ろ
こ
も
の
陣
羽
お
り
を
か
ふ
と
鉢
を
冠
り

徳
利
こ
し
ら
ひ
の
大
小
ニ
銚
子
な
り
の
下
駄
を

は
き
七
合
入
の
ざ
へ
を
持
し
と
や
か
に
出
た
も
ふ
は

扨
も
家
の
こ
う
け
ん
ニ
は
呑
口
四
斗
樽
の
末
尊

ま
ん
く
わ
ん
寺
と
こ
そ
申
け
り
其
外 

」
三
ウ

つ
ゝ
へ
て
隅
田
川
上
て
名
高
丸
雪
酒
加
賀
の
菊
酒

七
ツ
梅
能
登
の
七
尾
の
下
戸
た
ま
し
越
後
新

酒
初
桜
外
夏
小
夏
の
鬼
こ
ろ
し
會
津
の

諸
白
粕
ま
じ
り
伊
達
の
木
酒
の
水
い
ら
ず

仙
臺
龍
の
う
す
に
こ
り
相
馬
の
酒
に
い
わ
き

酒
常
陸
の
水
戸
酒
御
名
酒
下
お
さ
の
国
さ
わ

ら
酒
下
野
の
国
の
あ
わ
の
宮
大
津
や
生
れ
の

桜
川
し
ま
や
生
れ
の
末
廣
に
味
噌
亭
の 

」
四
オ

木
諸
白
子
供
た
ま
し
の
白
酒
に
味
噌
酒

と
も
酒
生
麩
酒
う
ま
く
た
ま
し
て
と
ろ
ゝ
酒

風
を
は
ら
へ
の
生
が
酒
か
ら
身
で
せ
め
る
な
ん
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ば
ん
酒
目
つ
ふ
し
の
焼
玉
子
酒
古
酒
新
酒

の
割
元
様
并
片
白
の
友
を
連
と
ぶ
六
殿
を

先
と
し
て
都
合
其
勢
六
百
樽
千
鳥
鑓
鉋
て
ん

も
く
鑓
長
柄
の
丁
子
の
長
刀
に
五
合
張
の

拾
五
巨
（
マ
マ
）三
合
の
大
刀
大
は
ら
こ
つ
ふ
の
小
わ
き
さ
し 

」
四
ウ

道
具
揃
て
深
川
の
三
軒
堂
ニ
押
寄
て
酒
袋
の

ま
く
を
堅
杉
葉
の
ふ
り
追
立
て
赤
鍋
の
陣

か
ね
に
た
へ
こ
樽
を
打
な
ら
し
酒
共
不
残
集
て

大
将
安
房
盛
申
様
此
間
餅
共
が
砂
村
ニ
引

竜（
マ
マ
）リ
お
も
ひ
も
よ
ら
ず
我
々
に
軍
サ
し
か
け
る

心
あ
り
誠
に
ゑ
ん
じ
や
く
な
ん
ぞ
法（
マ
マ
）皇
の

心
さ
し
を
し
ら
ん
と
は
此
事
也
け
れ
と
も
小
て
き

と
見
て
あ
な
と
ら
す
大
て
き
と
見
て
お
と

ろ
か
ず
さ
き
か
ら
し
か
け
る
軍
な
れ
は 

」
五
オ

慈
悲
ニ
及
す
ひ
と
合
戦
を
い
た
さ
へ
て
は
何
と

し
や
う
と
か
く
も
の
共
呑
口
に
気
を
付
て
軍
の

用
違
致
す
へ
し
も
の
お
と
な
し
く
ふ
れ

渡
ス
最
早
砂
村
ニ
て
あ
り
吹
立
る
あ
ま
た
の
餅

聞
海
に
ひ
ゞ
き
し
陣
た
へ
こ
む
か
し
の
八
嶋
の

た
ん
浦
の
合
戦
ニ
も
余
り
お
と
ら
の
さ
わ
き
な
り



徳田和夫氏蔵『下戸上戸合戦』解題と翻刻89

夫
ゟと

聞
よ
り
酒
共
は
右
往
左
往
と
せ
め
来
り
と

出
む
か
わ
ん
と
壱
ば
ん
ニ
我
も
す
み
出
八
百
余
騎
の 

」
五
ウ

餅
共
と
六
百
樽
の
酒
共
と
一
同
ニ
と
ふ
と
押
寄
と

毒
酒
す
さ
き
の
弁
の
介
是
へ
ま
か
り
出
た
る
は

下
戸
方
の
大
将
餅
米
さ
ん
た
ん
の
か
う
ゑ
ん

吊
き
ね
下
の
守
寒
餅
な
る
酒
軍
勢
こ
も

か
ふ
り
の
樽
様
共
陣
を
か
う
さ
ん
せ
よ
と

云
け
り
は
あ
わ
盛
む
と
立
あ
か
り
是
へ
罷
出

た
る
は
さ
つ
ま
の
国
住
人
樽
詰
の
守
安
房
盛

な
り
此
安
房
盛
を
こ
も
か
ふ
り
と
は
も
つ
た
へ

な
ひ
我
こ
そ
は
士
農
工
商
の
道
を
は
は
な
れ 

」
六
オ

日
本
中
の
神
々
様
上
々
様
の
も
て
遊
こ
も
の

守
と
は
我
事
な
り
寒
餅
か
ぶ
と
を
の
へ
て

下
ニ
な
れ
い
や
す
へ
さ
ん
な
あ
わ
盛
め
道
具
て

せ
め
て
お
ち
な
ん
と
鑓
や
長
刀
弓
鉄
鉋
よ
ん
て

め
て
か
ら
打
か
く
れ
て
心
く
た
り
と
酒
共
も

ま
け
す
お
と
ら
す
飛
道
具
こ
わ
か
な
わ
じ

と
力
の
き
た
が
へ
に
仕
様
け
ん
じ
ゆ
つ
は
上
段
下
段

と
よ
ん
て
め
て
神
の
前
ニ
わ
拂
切
佛
の
前
ニ
は 
」
六
ウ

来
拝
切
山
の
上
ニ
は
坂
落
し
海
の
そ
ば
で
は
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波
立
切
詰
て
な
け
る
玉
つ
さ
切
は
つ
し
〳
〵

丁
々
と
た
か
へ
ニ
ひ
じ
ゆ
つ
を
つ
く
せ
ど
も

さ
ら
に
勝
負
と
見
へ
さ
れ
は
軍
か
さ
へ
中

向
ゟ
八
尺
余
丈
の
大
坊
主
白
し
や
う
ぞ
く
ニ
て

押
餅
の
軍
配
を
持
片
手
に
徳
利
た
づ
さ
へ
て

し
ば
ら
く
〳
〵
と
こ
ひ
を
か
け
て
す
ゞ
み
出

是
へ
ま
か
り
出
た
る
は
武
蔵
国
のに

隠
れ 

」
七
オ

な
き
岡
坊
主
の
末
尊
上
戸
寺
入
道
酒
の
く
わ
ん

ば
く
大
重
箱
の
大
じ
ん
な
り
軍
の
様
子

聞
て
い
た
餅
も
め
て
た
ひ
物
な
れ
は
酒
も

目
出
た
き
物
と
し
る
け
ふ
の
合
戦
此
入
道
が

も
ら
ひ
う
け
る
と
い
ふ
け
れ
は
け
に
も
と

一
同
ニ
う
な
つ
へ
て
中
な
を
り
し
て
ざ
へ
を

弓
は
袋
ニ
か
た
な
は
さ
や
に
餅
重
箱
酒
は
樽

お
さ
ま
る
三
代
こ
そ
め
て
た
け
り
終

　
　
　
　
　
　

野
本
元
右
衛
門
□
□
書 

」
七
ウ

【
後
記
】
貴
重
な
資
料
の
翻
刻
・
紹
介
の
ご
許
可
を
下
さ
っ
た
徳
田
和
夫
先
生
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。


